
	

胸腔鏡外科 / 犬・猫	

胸腔鏡下乳び胸手術（胸管結紮
術）	

	

対象	
犬・猫	

手術時間	
90～150 分	

入院	
3～7泊	

麻酔	
全身麻酔（必要に応
じて片肺換気）	

	

■ どんな手術？	

乳び胸（にゅうびきょう：胸腔にリンパ液がたまる病気）の根治を目指す手術です。胸腔鏡を用いて
胸管（主要なリンパ管）を結紮して遮断し、リンパ液が胸腔へ流入するのを止めます。心膜切除術を
同時に行うと治癒率が高まります。内科治療で改善しない乳び胸に対する外科治療です。	

■ この手術が必要なとき	

・内科治療（低脂肪食・ルチン投与）で改善しない乳び胸	
・繰り返す胸水の貯留	
・胸膜が線維化する前の外科的な介入	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔をかけ、必要に応じて片肺換気を行います	
② 肋間に胸腔鏡ポートを設置します（2～3か所）	
③ 胸管を確認します（術前にリンパ管造影を行うこともあります）	
④ 胸管を複数か所でクリップ・結紮します	
⑤ 心膜切除術を同時に行います	
⑥ 胸腔ドレーンを留置し、縫合して終了します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。 肺の手術では、必要に応じて片
肺換気（片側の肺を一時的に虚脱させて手術空間を確保する方法）を行います。	

■ 入院・退院の目安	

術後 3～7日は胸腔ドレーンの管理が必要なため入院します。	

■ 術後のケア	

・低脂肪食を 3～6ヶ月継続します	
・定期的な胸部X線で再貯留を確認します	
・運動制限は術後 4～6週です	



■ 起こりうるリスク・合併症	

・手術後も乳びが続くことがあります（20～30%）	
・気胸・胸腔内の感染	
・呼吸不全（術後管理が重要）	
・胸腔ドレーンの長期留置が必要になることがあります	

■ よくある質問	

Q. 成功率はどのくらいですか？	
A. 胸管結紮と心膜切除を組み合わせると、70～80%の改善が報告されています。	
Q. 手術しないとどうなりますか？	
A. 穿刺を繰り返すことになり、胸膜が厚くなると手術が難しくなります。早めの判断が大切です。	
Q. 猫でも手術できますか？	
A. はい。適切な術前評価のもとで施術可能です。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	


